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挨拶する中江会長

左から久富さん、堀さん、大野、徳江両副会長、渡辺社長、小倉東京代表 朝
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平
成
三
十
年
度
総
会
日
程
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[
H
時]

定
時
総
会

五
月
十
七
日
（
木）

＿

-

[
場
所]

朝
日
新
聞
記
念
会
館
（
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
11
階）
一

ー

で
開
催
し
ま
す 。
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東
京
•

朝
日
旧
友
会
の
平
成
二
十
九
年
度
定
時
総
会
は、

五
月
十
八
日
（
木）

午
後
三

時
半
か
ら
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
の
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た。

全
社
的
予
算
節
約
に
よ
っ
て、

苦
渋
の
決
断
を
迫
ら
れ、

年
一

回
と
な
っ
た
初
の
総
会。

会
場
に
は
午
後
＿

時
半
か
ら
の

映
画
「
仁
義
な
き
戦
い
」

上
映
前
か
ら、

心
配
そ
う
な
顔
の
会
員
ら
が
姿
を
見
せ‘

会
場

の
あ
ち
こ
ち
で
「
や
あ‘

し
ば
ら
く‘

色
々
あ
っ
た
な
あ。

元
気
で
よ
か
っ
た。

ウ
ン
ウ

ン」

と
手
を
握
り、

肩
を
抱
き‘

涙
を
拭
う
場
面
も
あ
っ
た。

総
会
は
中
江
利
忠
会
長‘

徳
江
景
英、

大
野
功
雄
両
副
会
長
を
は
じ
め
旧
友
会
員
二
百

=＿
十
五
人、

本
社
側
か
ら
渡
辺
雅
隆
社
長‘

小
倉
＿

彦
東
京
代
表
ら
役
員
幹
部
三
十
五
人

が
出
席‘

近
況
を
語
り
合
っ
て
盛
り
上
が
っ
た。

再
生
の
道

現
役
と
一

体
と
な
っ
て

望
外
な
喜
寿
の
幸
せ・
祈
る
社
の
健
在

総
会
は
森
精
一

郎
事
聡
同
長

の
司
会
で
開
会 、

ま
ず
中
江
会

長
が

「
民
主

•

平
和
の
危
機
に

立
ち
向
か
え」

「
安
倍

・

ト
ラ

ン
プ
(
A
T
)

政
治
を
超
え

て
」

と
題
し
て
会
員
に
よ
び
か

け
「

経
営
幹
部
の
交
代
な
ど

再

生
の
追
を
歩
み
出
し
て
二
年
半 ‘

現
役
と

一

体
と
な
っ
た
私
た
ち

旧
友
会
員
の
一

層
の
協
力
を
こ

堀
鐵
蔵
さ
ん

こ
で
申
し

合
わ
せ
た
い」

と
訴

え 、

共
感
を
呼
ん
だ 。

次
い
で
森
司
会
者
が 、

こ
の

一

年
に
旅
立
た
れ
た
会
員
五
十

二
人
の
お
名
前
を
拝
読 ‘

黙
祷

報
道
好
評

高
い
評
価
企
業
理
念

渡
辺
社
長

中
江
会
長

喜
寿
新
会
賓
を
温
か
い
拍
手
で
祝
福

年

回
初
の
総
会
和
や
か
に

を
捧
げ
た 。

先
に
提
案
し
た
朝

日
旧
友
会
の
規
約
改
正
に
つ
い

て
も
説
明 、

原
案
通
り

承
認
さ

れ
た 。

奥
田
信
久
会
計
幹
事
が

二
十
八
年
度
の
決
算
報
告
を
し 、

今
年
の
新
会
賓
七
十
七
人
を
森

司
会
者
が
紹
介 、

名
前
を
読
み

上
げ 、

新
会
賓
代
表
の
堀
鐵
蔵

さ
ん
が
あ
い
さ
つ
し
た 。

選
考

委
員
長
の
久
富
道
生
さ
ん
が
役

員
選
考
の
経
緯
を
報
告 ‘

温
か

い
拍
手
で
承
認
さ
れ
た 。

来
宣
と
し
て
出
席
の
渡
辺
社

長
は
「

わ
が
社
の
報
道
は
き
わ

め
て
好
調
で
す 。

他
社
が
追
随

し
た
森
友
学
園
の
ス
ク
ー

プ
は

じ
め 、

ベ

ト
ナ
ム
女
児
殺
人 、

海
上
自
衛
隊
の
米
艦
船
防
護
な

ど
い
ろ
い
ろ
で
す 。

『
と
も
に

考
え
と
も
に
つ
く
る
』

の
企
業

理
念 ‘

課
題
解
決
型
叙
道
も
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す」

と
親

告 。

偉
頼
を
守
り

抜
く
と

決
意

を
語
っ
た 。

終
わ
っ
て
懇
親
会 ‘

会
場
は

い
っ

気
に
和
や
か
に
な
り 、

そ

れ
ぞ
れ
お
好
み
の
飲
み
物
を
手

に
、

槙
も
る
話
の
語
ら
い
は
続

い
た 。

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ 、

夜
八
時
前
名
残
を
惜

し
み 、

再
会
を
約
束
し
て
帰
路

に
つ
い
た 。

皆
々
様
お
元
気
で 、

来
年
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う 。
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